
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ一覧

Ｈ３０・１０・３ 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 

平成３０年度 第７号 

  

 

 

 

 

月曜日の５・６限目に２年生理数科には「自然科学研究Ⅱ(課題研究)」という授業があります。

これは理数科独自の授業で、生徒たち自身で研究テーマを設定し、先生の助言をもとに自主的に

１年間研究するというものです。研究活動を通して、探究能力や表現力などを育成することをね

らいとしています。 

現在４人のグループごとに、グループのテーマに沿った活動をしています。生徒たちは自分た

ちで立てた活動計画をもとに、必要な実験器具を工夫して製作したり、先行研究や参考資料を調

べたりしながら、実験などを行い、１１月の校内課題研究発表会、そして１２月の県ＳＳＨ生徒

研究発表会に向けて、研究を進めています。 

これらの研究は、校内の発表会で発表される以外にも、８月に行われるシンガポール海外研修

や１１月のＮＵＳハイスクールの来校時に研究交流として発表したり、学会や県内の生物・物

理・化学の発表会等で発表します。また，県代表や学校代表に選ばれた研究は、来年夏の全国総

合文化祭やＳＳＨ全国生徒研究発表会に参加します。 

。」 

１１月の校内課題研究発表会に向けて、たくさんの実験を重ね、グループ内で討論しながら研

究をまとめていきます。特に優秀なグループは１２月に行われる SSH 石川県生徒研究発表会に

代表として出場します。また、来年８月に行われる SSH 全国発表会にも参加します。 

「太陽光発電」（７月１３日） 

 これまでに身に付けた能力を活用し、現実的な課題に対して、条件等を設定することで、最適

な解を求めることができるようにすることを目的に、「七尾高校における最適な太陽光パネルの方

向と角度」をテーマにした探究活動を４月から行ってきました。 

具体的には、クラスが２グループに分かれ、それぞのグループで理論的な計算式を求めたり、

実際の太陽光パネルの方角と向きを調べたり、太陽電池で実際に測定したり、南中高度や、日照

時間等のデータを入手しその影響を分析することで、それらを総合的にまとめ、最適な太陽光パ

ネルの方向と角度を考えたのです。 

２つのグループが、それぞれディベート形式で発表し、それぞれの根拠をもとに議論を行い、

研究を深めました。 

フロンティアサインスⅢ（第３学年理数科） 

Ｆ探究Ⅱ（第２学年普通科） 

「課題研究中間発表会」（７月１８日） 
 「Ｆ探究Ⅱ」の課題研究で取り組んでいる内容

について、中間発表会を行いました。大学の先生

などから指導・助言を受け、調べ学習の方法（調

べ方、まとめ方）を学び、疑問点や課題（問題意

識）などを聞きました。この日の内容を踏まえ

て、２学期はさらに研究を深める予定です。 

・激しいメントスガイザー効果を引き起こす多孔質の条件 ・千里浜で車が走れる理由 

・牛乳の成分と塩基性物質との反応 ・液体の滴下後の広がる面積について  

・珪藻土内部の空隙測定 ・植物と食塩水について ・図形の組み合わせ ・植物と紫外線 

・ブラジルナッツ効果 ・ゲルからできる結晶 

7 月 1９日(木)、1 年理数科の「リサーチコミュニケーションⅠ」で Great Scientists（偉大

な科学者たち）というテーマで１０人の科学者を選び、各班がポスターを作って英語で発表をし

ました。入学して初めての英語プレゼンテーションに少し緊張している様子も見られましたが、

どの班も落ち着いて発表ができました。また聴衆も、発表をふまえた質問を数多くすることがで

きました。 

テーマ：「ジョン・ドルトン」「マリ・キュリー」 

「ヨハネス・ケプラー」「アレッサンドロ・ボルタ」 

「カール・フォン・リンネ」「ウィリアム・ハーシェル」 

「マイケル・ファラデー」「アントワーヌ・ラヴォアジエ」 

「ジョゼフ・プリーストリー」「ルイ・パスツール」 
探究Ⅰ（第１学年） 

「ポスター発表練習会」（７月１７日） 
 1 年生の「探究Ⅰ」の探究活動で作成したポ

スターについて、その発表練習会を行いました。

初めてとあって、原稿の暗記、ポスターの見せ

方、質疑応答などに苦戦する様子も見られまし

たが、どの班も練習の跡が伺え、今後の伸びが大

いに期待できる発表でした。 


